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"～関西の伝統工芸等の未来への飛翔～に参加しました！

　地域資源や特産品を海外にもっと知ってもらうため、国が
モデル地域として支援する１２の地域ブランドが集結し、
魅力を発信する万博催事「守・破・離」が８月１７日に開催さ
れました。信楽焼もこのブランドに選ばれており、信楽焼伝
統工芸士会によるロクロの実演や信楽中学生カンパニー
の活動展示などを行いました。また、多くの大学生もエント
リーする学生ビジネスアイディアコンテストに信楽中学生
カンパニーが参加し、審査委員長賞に選ばれました。
　万博を通じ、信
楽焼のさらなる知
名度向上と、産地
の特性を発信する
機会となりました。
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予告

イベントの詳細は
１１月号に
掲載します

　万博パビリオン「いのちの遊び場 クラゲ館」のプロ
デューサー・中島さち子氏を招き、アートやクラフトなど
豊かな表現にふれる体験を通じた学びのイベントを
１１月９日（日）、県立陶芸の森太陽の広場で開催します。
　万博の秘話や楽しい演奏などの企画がいっぱいです。
この場限りの特別な時間をみんなで共有しましょう！

行こうか！
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岸
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光
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光
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。
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懐
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世
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。
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い
。
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甲南ふれあいの館展示風景

　「聴覚障がい者」といっても、さまざまな方がおられるのはご存じでしょうか。聞こえづらい方、言語習得後に
聴覚を失った方、先天的に聴覚を失っている方です。今回はそのような聴覚障がい者のコミュニケーション方
法をいくつかご紹介します。

　このように、誰もがコミュニケーションをとることができます。
それぞれのやり方でコミュニケーションをとってみませんか。

❶手話 ❷指文字 ❸筆談（空書） ❹音声

聴覚障がい者のコミュニケーション

▲手の動き、指の形、表情などを使います。
　地域差、個人差があります。

▲五十音の一つひとつを指の形で表します。 ▲紙や手のひら、目の前の空間に文字を書
いて伝えます。

▲残存聴力のある方に有効です。ゆっくり、
ハッキリ話します。補聴器や人工内耳、
スマホアプリを利用することもあります。
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〜万博の財産を子どもたちに〜
中島さち子プロデューサーがやってくる！
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